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宋
之
問
「
明
河
篇
」
と
初
唐
の
公
主
た
ち

1

宋
之
問
は
醜
聞
の
多
い
詩
人
で
あ
る
。
例
え
ば
劉
希
夷
「
代
悲
白
頭
翁
」
の
一
句
「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳
歳
年
年
人
同
じ
か

ら
ず
」
を
気
に
入
り
譲
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
断
ら
れ
て
殺
害
し
た
と
い
う
話
は
よ
く
知
ら
れ
る（
１
）。
ま
た
武
則
天
の
寵
臣
張
易
之
に
取

り
入
り
彼
の
た
め
に
尿
器
を
捧
げ
持
っ
て
阿
っ
た
り（
２
）、
左
遷
を
命
じ
ら
れ
た
際
に
は
、
無
断
で
都
に
戻
っ
た
挙
げ
句
、
匿
っ
て
く
れ
た

友
人
張
仲
之
の
謀
心
を
知
り
、
甥
の
宋
曇
に
密
告
を
指
示
、
報
賞
と
し
て
鴻
臚
館
主
簿
の
職
を
得
た
た
め
「
義
士
の
譏
る
所
と
為
る
」

な
ど（
３
）、
彼
の
伝
記
や
逸
話
に
は
、
と
か
く
そ
の
為
人
に
つ
い
て
否
定
的
な
記
述
が
多
い
。
目
加
田
誠
氏
が
宋
之
問
を
評
し
て
「
ま
こ
と

に
詩
の
上
手
と
い
ふ
可
き
男
で
あ
つ
た
が
、
小
才
子
で
、
そ
の
人
物
の
卑
劣
さ
は
永
く
君
子
に
軽
蔑
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
だ

終
始
詩
に
す
が
り
つ
い
た
人
物
で
あ
っ
た（
４
）」
と
述
べ
る
の
も
、
総
じ
て
か
か
る
人
品
劣
悪
な
行
状
の
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
代
表
作
で
あ
る
「
明
河
篇
」
に
も
、
宋
之
問
に
と
っ
て
は
屈
辱
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
る
。

宋
考
功
、
天
后
朝
求
爲
北
門
學
士
、
不
許
、
作
「
明
河
篇
」
以
見
其
意
。
末
云
、「
明
河
可
望
不
可
親
、
願
得
乘
槎
一
問
津
。
更
將

織
女
支
機
石
、
還
訪
成
都
賣
卜
人
。」
則
天
見
其
詩
、
謂
崔
融
曰
、「
吾
非
不
知
之
問
有
才
調
、
但
以
其
有
口
過
。」
蓋
以
之
問
患
齒

疾
、
口
常
臭
故
也
。
之
問
終
身
慚
憤
。

 
 

宋
考
功
、
天
后
朝
に
北
門
学
士
為
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
も
、
許
さ
れ
ず
、「
明
河
篇
」
を
作
り
て
以
て
其
の
意
を
見あ
ら
はす
。
末
に
云

ふ
、「
明
河
は
望
む
べ
く
も
親
し
む
べ
か
ら
ず
、
願
は
く
は
槎
に
乗
り
て
一
た
び
津
を
問
ふ
を
得
ん
。
更
に
織
女
の
支
機
石
を
将

て
、
還
た
成
都
の
売
卜
人
を
訪
は
ん
」
と
。
則
天
其
の
詩
を
見
、
崔
融
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
吾
は
之
問
の
才
調
有
る
を
知
ら
ざ
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る
に
非
ず
、
但
だ
其
の
口
過
有
る
を
以
て
す
る
の
み
」
と
。
蓋
し
之
問
の
歯
疾
を
患
ひ
、
口  

常
に
臭
き
故
を
以
て
す
る
な
り
。

之
問
終
身
慚
憤
す
。   

（
孟
棨
『
本
事
詩
』
怨
憤
）

 

「
北
門
学
士
」
は
、
乾
封
年
間
（
六
六
六
～
六
六
八
）
に
始
ま
る
武
則
天
の
寵
臣
集
団
で
、
宰
相
に
匹
敵
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
権
勢

を
振
る
っ
て
い
た
。『
本
事
詩
』
で
は
、
こ
の
職
を
望
ん
だ
宋
之
問
が
「
明
河
篇
」
を
作
り
再
三
そ
の
思
い
を
訴
え
た
が
、
武
則
天
は
彼

の
口
臭
を
嫌
い
竟
に
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
作
品
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
作
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
他
に
資
料
が
残
っ

て
お
ら
ず
、「
明
河
篇
」
は
従
来
、
こ
の
『
本
事
詩
』
の
記
録
を
根
拠
に
、
宋
之
問
が
自
ら
の
不
遇
を
武
則
天
に
訴
え
、
仕
官
を
求
め
る

意
図
で
創
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た（
５
）。
更
に
は
「
爵
禄
や
権
勢
を
得
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
え
る
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
も
挙
げ
た
権
力
に
固
執
す
る
彼
の
伝
記
資
料
を
考
慮
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う（
６
）。
だ
が
、
そ
も
そ
も
宋
之
問
の
伝

記
や
故
事
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
既
に
高
木
重
俊
氏
が
「
宋
之
問
に
関
す
る
逸
話
に
は
、
虚
構
性
、
説
話
性
の
高
い
も
の
が
多
い
」
と

指
摘
す
る
よ
う
に（
７
）、
信
憑
性
に
乏
し
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
先
述
の
左
遷
先
か
ら
無
断
で
帰
京
し
た
と
い
う
『
旧
唐
書
』
の

記
述
に
つ
い
て
は
、
陶
敏
、
易
淑
瓊
両
氏
に
よ
っ
て
、
皇
帝
の
恩
赦
を
受
け
た
正
式
な
帰
還
で
あ
っ
た
と
考
証
さ
れ
て
い
る（
８
）。
さ
ら
に

謀
叛
を
察
知
し
密
告
し
た
人
物
に
つ
い
て
も
、『
旧
唐
書
』
本
伝
で
は
、
宋
之
問
が
甥
の
之
曇
に
密
告
さ
せ
た
と
あ
る
が
、
同
書
宋
之
遜

伝
で
は
、
察
知
し
た
の
も
密
告
さ
せ
た
の
も
宋
之
問
の
兄
の
之
遜
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
王
同
皎
伝
で
は
、
密
告
者
が
冉
祖
雍
と
な
る

な
ど
矛
盾
点
が
多
く
、
真
相
は
定
か
で
な
い
。
さ
ら
に
『
本
事
詩
』
に
つ
い
て
も
、
詩
話
の
前
身
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
実

を
基
に
し
な
が
ら
も
小
説
的
な
要
素
が
強
く
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
特
に
慎
重
を
要
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る（
９
）。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
明
河
篇
」
の
解
釈
が
依
然
『
本
事
詩
』
の
説
明
を
鵜
呑
み
に
し
、
作
品
の
理
解
に
ま
で
深
く
影
響
し
て
い
る
状
況
は
、
些
か
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（1
（

。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
宋
之
問
の
「
明
河
篇
」
は
権
力
を
志
向
す
る
も
の
で
も
不
遇
を
託
つ
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
詩
の
目
的

は
、
武
則
天
の
娘
太
平
公
主
の
賛
美
に
あ
る
。
本
論
は
「
明
河
篇
」
と
同
時
代
の
宮
廷
詩
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
共
通
点
か
ら
作
品
の

創
作
年
代
や
創
作
意
図
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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一　
「
明
河
篇
」
の
全
文
と
解
釈

「
明
河
篇
」
は
七
言
二
十
四
句
か
ら
な
る
古
体
詩
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
便
宜
上
三
段
に
分
け
て
挙
げ
る（
（1
（

。

1　

八
月
涼
風
天
氣
清　
　

八
月  

涼
風  

天
気
清
く
、

2　

萬
里
無
雲
河
漢
明　
　

万
里  

無
雲  

河
漢
明
ら
か
な
り
。

3　

昏
見
南
樓
清
且
淺　
　

昏
に
南
楼
に
見あ
ら
はれ
て
清
く
且
つ
浅
く
、

4　

曉
落
西
山
縱
復
橫
」 　

暁
に
西
山
に
落
ち
て
縦
復
た
横
。

5　

洛
陽
城
闕
天
中
起　
　

洛
陽  

城
闕  

天
中
に
起た

ち
、

6　

長
河
夜
夜
千
門
裏　
　

長
河  
夜
夜  

千
門
の
裏う
ち

。

7　

複
道
連
甍
共
蔽
虧　
　

複
道  
連
甍  

共
に
蔽へ
い
き虧
し
、

8　

畫
堂
瓊
戸
特
相
宜　
　

画
堂  
瓊
戸  
特
に
相
ひ
宜
し
。

9　

雲
母
帳
前
初
泛
濫　
　

雲
母  

帳
前  
初
め
て
泛
濫
し
、

10　

水
精
簾
外
轉
逶
迤
」 　

水
精  

簾
外  

転
た
逶い

迤い

た
り
。

 

爽
や
か
な
夜
風
が
吹
く
八
月
、
高
く
澄
ん
だ
空
に
天
の
川
が
現
れ
、
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
に
流
れ
て
縦
か
ら
横
に
夜
空
を
移

ろ
い
、
明
け
方
西
の
方
へ
沈
ん
で
い
く
。
第
五
句
目
以
降
は
換
韻
し
、
視
点
は
洛
陽
城
に
移
る
。
第
六
句
目
の
「
長
河
」
は
洛
水
を
指

す
だ
ろ
う
。
洛
水
に
は
天
の
川
の
渡
し
場
を
意
味
す
る
「
天
津
橋
」
が
架
か
り
、し
ば
し
ば
天
の
川
に
見
立
て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
天
の

川
と
洛
水
を
対
比
的
に
描
き
、
天
上
か
ら
地
上
の
洛
陽
城
へ
と
視
点
を
自
然
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

次
の
場
面
で
は
、
再
び
天
の
川
の
描
写
に
戻
り
つ
つ
、
男
女
の
別
離
を
切
な
く
叙
情
的
に
詠
う
。

11　

倬
彼
昭
回
如
練
白　
　

倬
た
る
彼
の
昭
回
練
ね
り
ぎ
ぬの
ご
と
く
白
く
、



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
六
号

4

12　

復
出
東
城
接
南
陌
」 　

復
た
東
城
を
出
で
て
南
陌
に
接
す
。

13　

南
陌
征
人
去
不
歸　
　

南
陌
の
征
人  

去
り
て
帰
ら
ず
、

14　

誰
家
今
夜
擣
寒
衣　
　

誰
が
家
か  

今
夜  

寒
衣
を
擣う

つ
。

15　

鴛
鴦
機
上
疎
螢
度　
　

鴛
鴦
の
機
上  

疎
蛍
度わ
た

り
、

16　

烏
鵲
橋
邊
一
雁
飛
」 　

烏
鵲
の
橋
辺  

一
雁
飛
ぶ
。

17　

雁
飛
螢
度
愁
難
歇　
　

雁
飛
び  

蛍
度
り
て  

歇や
す

み
難
き
を
愁
ひ
、

18　

坐
見
明
河
漸
微
沒　
　

坐
ろ
に
見
る  

明
河
の
漸
く
微
没
す
る
を
。

19　

已
能
舒
卷
任
浮
雲　
　

已
に
能
く
舒
巻
し
て
浮
雲
に
任
せ
、

20　

不
惜
光
輝
讓
流
月
」 　

光
輝
の
流
月
に
譲
る
を
惜
し
ま
ず
。

 

第
十
一
句
目
の
「
倬
彼
」「
昭
回
」
は
天
の
川
を
指
し
、『
詩
経
』
大
雅
、
雲
漢
に
「
倬
た
る
彼
の
雲
漢
、
昭
ら
か
に
天
に
回
る
」
と

あ
る
の
を
典
故
と
す
る
。
白
絹
の
よ
う
な
天
の
川
が
、
城
の
東
門
か
ら
南
門
へ
抜
け
る
よ
う
に
滑
ら
か
な
曲
線
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
第
十
三
句
目
以
降
は
換
韻
し
て
視
点
を
地
上
に
移
し
、
戦
地
に
赴
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
南
門
か
ら
出
て
行
く
ひ
と
り
の
男
の
姿
が

描
か
れ
る
。
砧
を
打
つ
の
は
そ
の
妻
で
あ
ろ
う
。
帰
ら
ぬ
夫
に
冬
着
を
送
る
の
で
あ
る
。
第
十
五
句
目
で
は
、
引
き
裂
か
れ
た
夫
婦
を

象
徴
す
る
よ
う
に
蛍
と
雁
が
現
れ
る
。
織
機
の
傍
を
飛
ぶ
蛍
は
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
を
、
烏
鵲
橋
の
上
空
を
ゆ
く
雁
は
戻
れ
ぬ
夫
を
暗

示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。「
烏
鵲
橋
」
は
、
織
女
と
牽
牛
の
逢
瀬
の
た
め
に
烏
鵲
た
ち
が
翼
を
重
ね
合
わ
せ
て
作
る
橋
で
あ
る
。
だ
が
蛍
と

雁
は
「
明
河
」
を
渡
り
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
互
い
に
会
え
ぬ
ま
ま
天
の
川
は
沈
ん
で
ゆ
く
。

さ
て
、
次
の
最
後
四
句
は
『
本
事
詩
』
が
取
り
上
げ
る
箇
所
で
あ
る
。

21　

明
河
可
望
不
可
親　
　

明
河
は
望
む
べ
く
も
親
し
む
べ
か
ら
ず
、

22　

願
得
乘
槎
一
問
津　
　

願
は
く
は
槎
に
乗
り
て
一
た
び
津
を
問
ふ
を
得
ん
。

23　

更
將
織
女
支
機
石　
　

更
に
織
女
の
支
機
石
を
将
て
、
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24　

還
訪
成
都
賣
卜
人
」　

還
り
て
成
都
の
売
卜
の
人
に
訪と

は
ん
。

 

第
二
十
二
句
目
の
「
乗
槎
」
は
、『
博
物
志
』
に
見
え
る
故
事
を
踏
ま
え
る
。

舊
説
云
、
天
河
與
海
通
。
近
世
有
人
居
海
渚
者
、
年
年
八
月
有
浮
槎
去
來
、
不
失
期
。
人
有
奇
志
、
立
飛
閣
於
査
上
、
多
齎
糧
、

乘
槎
而
去
。
十
餘
日
猶
觀
星
月
日
辰
、
自
後
芒
芒
忽
忽
亦
不
覺
晝
夜
。
去
十
餘
日
、
奄
至
一
處
。
有
城
郭
狀
、
屋
舍
甚
嚴
。
遙
望

宮
多
織
婦
、
見
一
丈
夫
牽
牛
渚
次
飲
之
。
牽
牛
人
乃
驚
問
曰
、「
何
由
至
此
。」
此
人
具
説
來
意
、
并
問
此
是
何
處
、
答
曰
、「
君
還

至
蜀
郡
訪
嚴
君
平
則
知
之
。」
竟
不
上
岸
、
因
還
如
期
。
後
至
蜀
、
問
君
平
。
曰
、「
某
年
月
日
有
客
星
犯
牽
牛
宿
。」
計
年
月
正
是

此
人
到
天
河
時
也
。

 
 

旧
説
に
云
ふ
、
天
河
は
海
と
通
ず
と
。
近
世  

人
の
海
渚
に
居
る
者
有
り
、
年
年
八
月
浮
槎
の
去
来
す
る
有
り
、
甚
だ
大
に
し

て
、
期
を
失
は
ず
。
人
に
奇
志
有
り
、
飛
閣
を
査
上
に
立
て
、
多
く
糧
を
齎も
た
らし
、
槎
に
乗
り
て
去
く
。
十
余
日
猶
ほ
星
月
日
辰

を
観
る
が
ご
と
く
、
自
後
芒
芒
忽
忽
と
し
て
亦
た
昼
夜
を
覚
え
ず
。
去
く
こ
と
十
餘
日
、
奄た
ち
まち
一
処
に
至
る
。
城
郭
の
状
有
り
、

屋
舍
甚
だ
厳
か
な
り
。
遙
か
に
宫
中
を
望
め
ば
多
く
織
婦
あ
り
、
一
丈
夫
の
牛
を
牽
き
て
渚
次
に
之
に
飲
ま
し
む
を
見
る
。
牽

牛
人
乃
ち
驚
き
て
問
ひ
て
曰
は
く
、「
何
に
由
り
て
此
に
至
れ
る
か
」
と
。
此
の
人
具
さ
に
来
意
を
説
き
、
并
せ
て
此
是
は
何
処

か
と
問
ふ
、
答
へ
て
曰
は
く
、「
君
還
り
て
蜀
郡
に
至
り
厳
君
平
を
訪
ぬ
れ
ば
則
ち
之
を
知
ら
ん
」
と
。
竟
に
岸
に
上
が
ら
ず
、

因
り
て
還
る
に
期
す
る
が
如
し
。
後
に
蜀
に
至
り
、
君
平
に
問
ひ
て
曰
は
く
、「
某
年
月
日
客
星
の
牽
牛
宿
を
犯
す
有
り
」
と
。

年
月
を
計
れ
ば
正
に
是
れ
此
の
人
の
天
河
に
到
る
の
時
な
り
。   

（
張
華
『
博
物
志
』
巻
十
）

 

一
年
に
一
度
、
八
月
に
な
る
と
現
れ
る
不
思
議
な
筏
に
乗
っ
て
天
に
昇
っ
た
男
の
話
で
あ
る
。
辿
り
着
い
た
先
で
男
は
「
織
婦
」
と

「
牽
牛
」
に
出
会
い
、
こ
こ
は
何
処
か
と
尋
ね
る
と
「
蜀
の
厳
君
平
に
聞
け
」
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。「
厳
君
平
」
は
『
漢
書
』
に
記
さ

れ
る
賢
者
で
、「
成
都
の
巿
に
筮
を
卜
し
」、
日
銭
を
得
る
と
店
を
閉
じ
て
弟
子
た
ち
に
『
老
子
』
を
教
授
し
た
。
揚
雄
の
青
年
時
代
の

師
で
あ
る（
（1
（

。『
博
物
志
』
で
は
、
男
の
漂
着
先
が
天
界
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
人
物
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、「
明
河
篇
」
の
「
売
卜
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人
」
は
こ
の
厳
君
平
を
指
す
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
に
引
く
『
荊
楚
歳
時
記
』
で
は
、
こ
の
時
織
女
が
「
支
機
石
」
と
い
う
織
機
の
礎

石
を
男
に
与
え
て
い
る（
（1
（

。
他
に
も
前
漢
の
張
騫
が
武
帝
の
命
で
筏
で
天
界
に
行
っ
た
話
な
ど（
（1
（

、
織
女
に
纏
わ
る
故
事
は
当
時
様
々
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
流
布
し
て
い
た
。

ま
た
第
二
十
二
句
目
「
問
津
」
は
、『
論
語
』
微
子
篇
や
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
あ
る
よ
う
に
、
川
の
渡
し
場
を
探
す
動
作
で
あ

る（
（1
（

。「
明
河
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
、
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
天
に
昇
る
と
い
う
槎
に
乗
っ
て
渡
し
場
を
探
し
当
て
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
織
女
の
支
機
石
を
携
え
て
厳
君
平
を
訪
ね
よ
う
」
と
述
べ
る
。
こ
の
最
後
の
四
句
、
特
に
第
二
十
一
句
目
の
「
明
河
は
望

む
べ
く
も
親
し
む
べ
か
ら
ず
」
は
、
従
来
、「
明
河
」
を
宮
廷
や
武
則
天
に
見
立
て
、
そ
こ
に
近
付
け
な
い
我
が
身
の
不
遇
を
嘆
く
と
解

釈
さ
れ
て
き
た（
（1
（

。
だ
が
、「
明
河
」
が
宮
中
や
武
則
天
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
直
前
の
第
十
八
句
目
に
お
い
て
「
明
河
の
漸
く
微
没
す
」

と
詠
む
の
は
極
め
て
不
敬
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
武
則
天
の
怒
り
を
買
い
か
ね
ず
、
宋
之
問
が
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
表
現
を
用

い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

二　

織
女
伝
説
と
太
平
公
主

実
は
「
明
河
篇
」
の
最
後
四
句
は
、
宋
之
問
独
自
の
表
現
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
代
の
詩
人
た
ち
の
詩
を
見
て
み
る
と
、
む

し
ろ
定
番
と
も
い
え
る
典
故
表
現
で
あ
っ
た
。
次
に
、
太
平
公
主
の
邸
宅
に
お
け
る
応
制
詩
を
見
て
み
よ
う（
（1
（

。

傳
聞
銀
漢
支
機
石　

復
見
金
輿
出
紫
微　
　

伝
え
聞
く  
銀
漢  
支
機
の
石
、
復
た
見
る  

金
輿
の
紫
微
よ
り
出
づ
る
を
。

織
女
橋
邊
烏
鵲
起　

仙
人
樓
上
鳳
皇
飛　
　

織
女  

橋
辺  

烏
鵲
起
ち
、
仙
人  

楼
上  

鳳
皇
飛
ぶ
。

流
風
入
座
飄
歌
扇　

瀑
水
侵
階
濺
舞
衣　
　

流
風  

座
に
入
り
て
歌
扇
を
飄
し
、
瀑
水  

階
を
侵
し
て
舞
衣
に
濺
ぐ
。

今
日
還
同
犯
牛
斗　

乘
槎
共
逐
海
潮
歸　
　

今
日  

還
た
牛
斗
を
犯
せ
し
に
同
じ
、
槎
に
乗
り
て
共
に
海
潮
を
逐
ひ
て
帰
ら
ん
。

   

（『
全
唐
詩
』
巻
百
十
五
、
李
邕
「
奉
和
初
春
幸
太
平
公
主
南
荘
応
制
」）

沁
園
佳
麗
奪
蓬
瀛　

翠
壁
紅
泉
繞
上
京　
　

沁
園
佳
麗
に
し
て
蓬
瀛
を
奪
し
、
翠
壁
紅
泉  

上
京
を
繞
る
。
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二
聖
忽
從
鸞
殿
幸　

雙
仙
正
下
鳳
樓
迎　
　

二
聖
忽
と
し
て
鸞
殿
よ
り
幸
し
、
双
仙  

正
に
鳳
楼
に
下
り
て
迎
ふ
。

花
含
歩
輦
空
間
出　

樹
雜
幃
宮
畫
裏
行　
　

花
は
歩
輦
を
含
み
て
空
間
に
出
で
、
樹
は
幃
宮
を
雑め
ぐ

り
て
裏
行
を
画
く
。

無
路
乘
槎
窺
漢
渚　

徒
知
訪
卜
就
君
平　
　

路
無
く
し
て
槎
に
乗
り
て
漢
渚
を
窺
ひ
、
徒
だ
知
る
卜
を
訪
ね
て
君
平
に
就
く
を
。

   

（『
全
唐
詩
』
巻
六
十
九
、
邵
昇
「
奉
和
初
春
幸
太
平
公
主
南
荘
応
制
」）

主
第
山
門
起
灞
川　

宸
遊
風
景
入
初
年　
　

主
第
の
山
門
は
灞
川
よ
り
起
こ
り
、
宸
遊
の
風
景  

初
年
に
入
る
。

鳳
皇
樓
下
交
天
仗　

烏
鵲
橋
頭
敞
御
筵　
　

鳳
皇
楼
下  

天
仗
を
交
へ
、
烏
鵲
橋
頭  

御
筵
を
敞ひ
ら

く
。

往
往
花
間
逢
綵
石　

時
時
竹
裏
見
紅
泉　
　

往
往
花
間  

綵
石
に
逢
ひ
、
時
時
竹
裏  

紅
泉
を
見
る
。

今
朝
扈
蹕
平
陽
館　

不
羨
乘
槎
雲
漢
邊　
　

今
朝  

平
陽
館
に
扈
蹕
す
、
槎
も
て
雲
漢
の
邊
に
乗
ず
る
を
羨
ま
ず
。

   

（『
全
唐
詩
』
巻
七
十
三
、
蘇
頲
「
奉
和
初
春
幸
太
平
公
主
南
荘
応
制
」）

 

詩
題
に
あ
る
「
南
荘
」
は
、
太
平
公
主
の
長
安
の
荘
園
の
一
つ
で
、
楽
遊
原
と
い
う
見
晴
ら
し
の
良
い
高
台
に
あ
っ
た
。
注
目
し
た

い
の
は
、
三
首
が
共
通
し
て
「
支
機
石
」「
織
女
」「
烏
鵲
橋
」「
乗
槎
」「（
厳
）
君
平
」
と
い
っ
た
織
女
伝
説
に
纏
わ
る
語
を
用
い
、
公

主
の
邸
宅
を
天
上
世
界
に
例
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
李
邕
詩
で
は
「
仙
人
」、
邵
昇
詩
で
は
「
蓬
瀛
」
や
『
漢
武
洞
冥
記
』
に
現
れ

る
「
紅
泉
」
の
語
が
見
え
、
こ
れ
ら
の
詩
は
公
主
の
邸
宅
を
天
界
や
仙
界
に
擬
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
蘇
頲
詩
に
「
綵
石
」
と
あ

る
の
は
、『
穆
天
子
伝
』
に
お
い
て
穆
王
が
綵
石
山
で
得
た
と
さ
れ
る
玉
石
を
指
し
、
や
は
り
神
仙
世
界
を
想
起
さ
せ
る
語
句
を
用
い
て

公
主
の
邸
宅
を
幻
想
的
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
「
乗
槎
」
は
、
本
来
は
筏
に
乗
っ
て
天
上
に
昇
る
こ
と
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
故

事
を
踏
ま
え
た
上
で
、
仙
境
に
も
匹
敵
す
る
素
晴
ら
し
い
邸
宅
に
招
か
れ
た
こ
と
を
言
う
。
公
主
の
美
し
い
邸
宅
に
お
供
で
き
た
の
で
、

天
に
昇
る
こ
と
な
ど
少
し
も
羨
ま
し
く
な
い
と
述
べ
て
、
宴
席
に
招
か
れ
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
宴
席
で
は
他
に
も
多
く
の
詩
人
た
ち
が
応
制
詩
を
残
し
て
お
り
、
中
に
は
宋
之
問
の
名
も
見
え
る
。

青
門
路
接
鳳
凰
臺　

素
滻
宸
遊
龍
騎
來　
　

青
門  

路
は
鳳
凰
台
に
接
し
、
素
滻  

宸
遊  

竜
騎
来
た
る
。

澗
草
自
迎
香
輦
合　

巖
花
應
待
御
筵
開　
　

澗
草  

自
ら
迎
へ
香
輦
合
ひ
、
巌
花  
応
待
し
て
御
筵
開
く
。
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文
移
北
斗
成
天
象　

酒
遞
南
山
作
壽
杯　
　

文
は
北
斗
を
移
し
て
天
象
を
成
し
、
酒
は
南
山
を
遞
り
て
寿
杯
を
作
す
。

此
日
侍
臣
將
石
去　

共
歡
明
主
賜
金
回　
　

此
の
日
の
侍
臣  

石
を
将
ち
去
き
、
共
に
明
主
の
金
を
賜
り
て
回
る
を
歓
ぶ
。

   

（
宋
之
問
「
奉
和
春
初
幸
太
平
公
主
南
荘
応
制
」）

 

「
此
の
日
の
侍
臣
石
を
将
ち
去
く
」
と
あ
る
が
、「
石
」
と
は
「
支
機
石
」
を
指
す
だ
ろ
う
。
公
主
宅
の
宴
に
列
座
し
た
こ
と
を
、
や

は
り
天
界
に
行
っ
た
故
事
に
擬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
宴
席
で
は
し
ば
し
ば
宮
廷
詩
人
た
ち
が
詩
作
を
競
い
、
出
来
栄
え
の
優
劣
に
よ
っ

て
褒
美
の
品
が
与
え
ら
れ
た
。「
共
に
明
主
の
金
を
賜
り
て
回
る
を
歓
ぶ
」
と
は
、
中
宗
か
ら
褒
美
が
振
る
舞
わ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い

る
。
他
に
も
初
唐
の
公
主
の
邸
宅
に
お
い
て
織
女
伝
説
に
纏
わ
る
故
事
を
用
い
る
例
は
、
例
え
ば
韋
元
旦
「
夜
宴
安
楽
公
主
山
荘
応
制
」

に
「
主
第
新
成
銀
作
榜
、
賓
筵
廣
宴
玉
爲
樓
。
壺
觴
既
卜
仙
人
夜
、
歌
舞
宜
停
織
女
秋
（
主
第
新
成  

銀
も
て
榜
を
作
し
、
賓
筵
広
宴  

玉
も
て
楼
を
為
す
。
壺
觴
既
に
卜
す
仙
人
の
夜
、
歌
舞
宜
し
く
停
む
べ
し
織
女
の
秋
）」
と
あ
り
、
ま
た
沈
佺
期
「
同
李
舎
人
冬
日
集
安

楽
公
主
山
池
」
に
「
常
聞
天
女
貴
、
家
即
帝
宮
連
。
亭
挿
宜
春
果
、
山
衝
太
液
池
。
橋
低
烏
鵲
夜
、
臺
起
鳳
凰
年
（
常
に
聞
く
天
女
の

貴
き
を
、
家
は
即
ち
帝
宮
に
連
な
る
。
亭  
宜
春
の
果
を
挿う

え
、
山  

太
液
池
に
衝む

か
ふ
。
橋
低
く
す  

烏
鵲
の
夜
、
台
起
つ  

鳳
凰
の
年
。）」

な
ど
散
見
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
公
主
の
邸
宅
を
天
上
世
界
に
比
す
の
は
、
天
帝
の
娘
で
あ
る
織
女
を
天
子
の
娘
で
あ
る
公
主
に
重
ね
た
た
め
と
思
わ
れ

る（
（1
（

。
初
唐
の
宮
廷
詩
を
見
る
と
、
公
主
を
織
女
に
比
し
た
例
も
多
く
、
例
え
ば
宋
之
問
は
「
太
平
公
主
山
池
賦
」
の
中
で
「
粵
若
公
主

誕
生
、
皇
家
太
平
。
徵
郡
國
以
選
號
、
叶
時
雍
之
美
名
。
孕
霊
娥
之
秀
彩
、
輝
婺
女
之
淳
精
（
粵こ

若こ

に
公
主
誕
生
し
、
皇
家
太
平
な
り
。

郡
国
を
徴
し
て
以
て
選
号
し
、
時
雍
を
叶
ふ
る
の
美
名
な
り
。
霊
娥
の
秀
彩
を
孕
み
、
婺
女
の
淳
精
を
輝
か
す
）』
と
、
太
平
公
主
を

「
霊
娥
」
や
「
婺
女
」
に
喩
え
る
。
他
に
も
、
金
城
公
主
が
吐
蕃
に
降
嫁
す
る
際
の
李
嶠
の
応
制
詩
「
奉
和
送
金
城
公
主
適
西
蕃
応
制
」

に
「
還
将
弄
機
女
、
遠
嫁
織
皮
人
（
還
た
弄
機
女
を
将
て
、
遠
く
織
皮
人
に
嫁
す
）」
と
あ
り
、
ま
た
淮
陽
公
主
の
崩
御
に
際
し
李
乂
が

「
淮
陽
公
主
挽
歌
」
の
中
で
「
玉
顏
生
漢
渚
、
湯
浴
栄
天
女
（
玉
顔  

漢
渚
に
生
じ
、
湯
浴  

天
女
を
栄
え
し
む
）」
と
詠
む
な
ど
、
公
主

自
身
を
織
女
に
擬
え
る
こ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
「
明
河
篇
」
の
本
文
を
見
る
と
、
や
は
り
織
女
伝
説
を
用
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
上
述
の
「
太
平
公
主
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南
荘
応
制
」
詩
と
詩
句
や
表
現
上
の
共
通
点
が
極
め
て
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
後
者
が
公
主
の
邸
宅
に
お
け
る
華
や
か
な
宴
の
情
景
を
詠

む
の
に
対
し
、「
明
河
篇
」
は
、
自
ら
の
待
遇
に
対
し
て
不
満
を
託
つ
作
品
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
両
者
の
解
釈
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
見
て
き
た
と
お
り
、「
明
河
篇
」
は
全
篇
を
通
し
て
天
の
川
の
美
し
さ
や
、
男
女
の
愛
を
切
な
く
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
に
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
本
文
か
ら
は
決
し
て
宋
之
問
の
負
の
感
情
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に
言

え
ば
、「
明
河
篇
」
を
宋
之
問
の
不
満
を
訴
え
た
作
品
と
解
釈
す
る
根
拠
は
、『
本
事
詩
』
の
記
述
以
外
に
無
い
の
で
あ
る
。「
明
河
篇
」

は
、
本
当
に
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宋
之
問
の
失
意
を
詠
う
作
品
な
の
だ
ろ
う
か
。

三　

沈
佺
期
「
鳳
簫
曲
」
と
「
明
河
篇
」

「
明
河
篇
」
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
創
作
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
興
味
深
い
作
品
が
あ
る
。
沈
佺
期
の
「
鳳
簫

曲
」
で
あ
る（
（1
（

。

八
月
涼
風
動
高
閣　

千
金
麗
人
捲
綃
幕　
　

八
月
涼
風  

高
閣
を
動
か
し
、
千
金  

麗
人  

綃
幕
を
捲ま

く
。

已
憐
池
上
歇
芳
菲　

不
念
君
恩
坐
搖
落　
　

已
に
憐
れ
む  

池
上
に
芳
菲
を
歇
す
る
を
、
念
は
ず  

君
恩
の
坐
ろ
に
搖
落
す
る
を
。

世
上
榮
華
如
轉
蓬　

朝
隨
阡
陌
暮
雲
中　
　

世
上  
栄
華
は
転
蓬
の
ご
と
く
、
朝
に
阡
陌
に
隨
ひ
暮
に
は
雲
の
中
。

飛
燕
侍
寢
昭
陽
殿　

班
姫
飲
恨
長
信
宮　
　

飛
燕
は
昭
陽
殿
に
侍
寝
し
、
班
姫
は
長
信
宮
に
飲
恨
す
。

長
信
宮　

昭
陽
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
信
宮
、
昭
陽
殿
。

春
來
歌
舞
妾
自
知　

秋
至
簾
櫳
君
不
見　
　

春
来
た
り
て
歌
舞
す
る
も
妾
自
ら
知
る
、
秋  

簾
櫳
に
至
ら
ば
君
の
見
え
ざ
る
を
。

昔
時
嬴
女
厭
世
紛　

學
吹
鳳
簫
乘
彩
雲　
　

昔
時  

嬴
女  

世
紛
を
厭
ひ
、
鳳
簫
を
吹
く
を
学
び
て
彩
雲
に
乗
る
。

含
情
轉
睞
向
蕭
史　

千
載
紅
顏
持
贈
君　
　

情
を
含
み
転
睞
し
て
蕭
史
に
向
か
ひ
、
千
載  

紅
顔
も
て
君
に
持
贈
す
。

 

冒
頭
「
八
月
涼
風
」
は
、「
明
河
篇
」
と
全
く
同
じ
詠
い
出
し
で
あ
る
。
第
三
句
目
以
降
は
、
移
ろ
い
易
い
君
主
の
寵
愛
と
宮
女
の
悲
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し
み
を
詠
ん
で
お
り
、「
飛
燕
」「
班
姫
」
は
共
に
前
漢
の
成
帝
の
寵
姫
、
趙
飛
燕
と
班
婕
妤
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
昭
陽
殿
」
に
迎
え

ら
れ
栄
華
を
極
め
る
趙
飛
燕
と
、
失
寵
し
「
長
信
宮
」
に
追
い
や
ら
れ
た
班
婕
妤
が
対
比
さ
れ
る
。
第
十
三
句
目
の
「
嬴
女
」
は
、
秦

の
穆
公
（
嬴
姓
）
の
娘
弄
玉
の
こ
と
で
、
簫
史
に
嫁
ぎ
共
に
登
仙
し
た
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。
移
り
変
わ
り
の
激
し
い
世
に
お
い
て
、

ひ
と
り
弄
玉
だ
け
が
永
遠
の
美
を
祝
福
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
見
す
る
と
、
織
女
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
「
明
河
篇
」
と
は
全
く
異
な
る
作
品
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
織
女
」
が
公
主

を
暗
喩
す
る
の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
天
帝
の
娘
と
皇
帝
の
娘
と
い
う
共
通
点
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
「
嬴
女
」
も
ま
た
穆
公
の

娘
で
あ
る
。
実
は
初
唐
の
宮
廷
詩
人
の
間
で
は
、「
織
女
」
だ
け
で
な
く
「
嬴
女
」
も
ま
た
公
主
の
象
徴
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。

淮
南
有
小
山　

嬴
女
隱
其
間　
　

淮
南
に
小
山
有
り
、
嬴
女  

其
の
間
に
隠
る
。

折
桂
芙
蓉
浦　

吹
簫
明
月
灣　
　

桂
を
折
る  

芙
蓉
の
浦
、
簫
を
吹
く  

明
月
の
湾
。

扇
掩
將
鶵
曲　

釵
承
堕
馬
鬟　
　

扇  
将
鶵
曲
を
掩
ひ
、
釵  

堕
馬
鬟
を
承
く
。

歡
情
本
無
限　

莫
掩
洛
陽
關　
　

歓
情  
本
よ
り
限
り
無
く
、
洛
陽
の
関
を
掩
ふ
莫
か
れ
。

   

（『
全
唐
詩
』
巻
八
十
、
張
昌
宗
「
太
平
公
主
山
亭
侍
宴
」）

星
橋
他
日
創　

仙
榜
此
時
開　
　

星
橋  

他
日
創は
じ

ま
り
、
仙
榜  

此
の
時
開
く
。

馬
向
鋪
錢
埒　

簫
聞
弄
玉
臺　
　

馬  

鋪
錢
埒
に
向
か
ひ
、
簫  

弄
玉
の
台
に
聞
こ
ゆ
。

人
同
衞
叔
美　

客
似
長
卿
才　
　

人  

衛
叔
の
美
に
同
じ
く
、
客  

長
卿
の
才
の
ご
と
し
。

借
問
遊
天
漢　

誰
能
取
石
回　
　

借
問
す  

天
漢
に
遊
び
、
誰
か
能
く
石
を
取
り
て
回
る
か
と
。

   

（『
全
唐
詩
』
巻
四
十
六
、
宗
楚
客
「
安
楽
公
主
移
入
新
宅
侍
宴
応
制
」）

紫
禁
乘
宵
動　

青
門
訪
水
嬉　
　

紫
禁  

宵
に
乗
じ
て
動
き
、
青
門  
水
を
訪
ひ
て
嬉た
は
むる
。

貴
台
鱣
序
集　

仙
女
鳯
樓
期　
　

貴
台  

鱣
序
の
集
ひ
、
仙
女  

鳯
楼
の
期
。

合
宴
簪
紳
滿　

承
恩
雨
露
滋　
　

合
宴  

簪
紳
満
ち
、
承
恩  

雨
露
滋
す
。

北
辰
還
捧
日　

東
館
幸
逢
時　
　

北
辰  

還
り
て
日
を
捧
げ
、
東
館  

幸
ひ
に
時
に
逢
ふ
。
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（『
全
唐
詩
』
巻
九
十
二
、
李
乂
「
侍
宴
長
寧
公
主
東
荘
応
制
」）

 

李
乂
詩
に
見
え
る
「
仙
女
」
も
弄
玉
（
嬴
女
）
の
こ
と
で
、「
鳳
楼
」
は
彼
女
が
住
ん
だ
楼
閣
の
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
弄
玉
」

「
嬴
女
」
も
ま
た
初
唐
の
宮
廷
詩
人
た
ち
の
間
で
は
、
公
主
に
対
す
る
応
制
詩
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
沈
佺
期
の

「
鳳
簫
曲
」
と
宋
之
問
の
「
明
河
篇
」
は
、
冒
頭
の
四
文
字
が
一
致
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
両
作
品
共
に
公
主
を
賛
美
す
る
と
い
う
重

大
な
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
沈
佺
期
と
宋
之
問
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
珠
英
学
士
に
選
ば
れ
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
名
を
挙
げ
、

「
沈
宋
」
と
呼
ば
れ
て
持
て
囃
さ
れ
た
。
二
人
で
詩
会
の
一
位
の
座
を
争
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

中
宗
正
月
晦
日
、
幸
昆
明
池
賦
詩
、
羣
臣
應
制
百
餘
篇
。
帳
殿
前
結
綵
樓
、
命
昭
容
選
一
首
、
爲
新
翻
御
製
曲
。
從
臣
悉
集
其
下
。

須
㬰
紙
落
如
飛
、
各
認
其
名
而
懷
之
。
既
進
、
唯
沈
宋
二
詩
不
下
、
又
移
時
、
一
紙
飛
墜
、
競
取
而
觀
乃
沈
詩
也
。
及
聞
其
評
曰
、

「
二
詩
工
力
悉
敵
、
沈
詩
落
句
云
、『
微
臣
彫
朽
質
、
羞
覩
豫
章
材
』、
蓋
詞
氣
已
竭
、
宋
詩
云
、『
不
愁
明
月
盡
、
自
有
夜
珠
來
』、

猶
陟
健
舉
。」
沈
乃
伏
、
不
敢
復
爭
。

 
 

中
宗
の
正
月
晦
日
、
昆
明
池
に
幸
し
て
詩
を
賦
し
、
群
臣
の
応
制
百
余
篇
あ
り
。
殿
前
に
帳
し
て
綵
楼
を
結
び
、
昭
容
に
命
じ

て
一
首
を
選
び
、
新
翻
の
御
製
曲
を
為
ら
し
む
。
従
臣
悉
く
其
の
下
に
集
ひ
、
須
㬰
に
し
て
紙
の
落
つ
る
こ
と
飛
ぶ
が
ご
と
し
。

各
お
の
其
の
名
を
認
め
之
を
懐
く
。
既
に
進
み
、
唯
だ
沈
宋
の
二
詩
の
み
下
ら
ず
。
又
時
を
移
し
て
一
紙
飛
び
墜
つ
、
競
ひ
て

取
り
て
観
る
に
沈
の
詩
な
り
。
其
の
評
を
聞
く
に
及
び
て
曰
く
、「
二
詩
の
工
力
悉
く
敵
ふ
も
、
沈
の
詩
落
句
に
『
微
臣
彫
朽

質
、
羞
覩
豫
章
材
』
と
云
ふ
は
、
盖
し
詞
気
已
に
竭
き
た
り
、
宋
の
詩
に
『
不
愁
明
月
盡
、
自
有
夜
珠
来
』
と
云
ふ
は
、
猶
ほ

健
挙
に
陟の
ぼ

る
な
り
」
と
。
沈
乃
ち
伏
し
、
敢
へ
て
復
た
争
は
ず
。   

（『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
、
上
官
昭
容
）

 

宮
廷
詩
人
と
し
て
共
に
武
則
天
や
中
宗
に
扈
従
し
、
共
に
詩
を
競
い
合
っ
て
き
た
二
人
が
、
冒
頭
の
歌
い
出
し
が
全
く
同
じ
作
品
を

作
っ
た
。
さ
ら
に
共
に
「
嬴
女
」「
織
女
」
と
い
う
公
主
を
連
想
さ
せ
る
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
公
主
に
対
し
て
、

し
か
も
同
時
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宋
之
問
が
「
洛
陽
」
と
「
織
女
」
を
、
沈
佺
期
が
「
長
安
」
と
「
嬴
女
」
を
詠
い
、
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そ
の
テ
ー
マ
性
に
均
整
が
と
れ
す
ぎ
て
い
る

0

0

0

0

0

の
も
、
競
作
だ
っ
た
と
す
れ
ば
説
明
が
つ
く
。
ま
た
「
八
月
涼
風
」
と
あ
る
の
は
、
或
い

は
中
秋
の
名
月
で
あ
る
八
月
十
五
日
に
合
わ
せ
た
宴
席
で
披
露
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
明
河
篇
」
の
第
二
十
句
目
で
、
天
の
川

の
輝
き
が
月
の
光
に
負
け
る
、
と
詠
む
の
も
、
満
月
の
夜
で
あ
れ
ば
当
然
で
あ
る
。

で
は
、
二
人
が
詩
を
献
上
し
た
公
主
は
一
体
誰
な
の
か
。
沈
佺
期
の
「
鳳
簫
曲
」
は
、『
珠
英
学
士
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
書

は
、『
三
教
珠
英
』
編
纂
の
た
め
に
招
集
さ
れ
た
所
謂
珠
英
学
士
た
ち
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
で
、
編
纂
者
は
『
三
教
珠
英
』
の
実
質
的

な
責
任
者
で
も
あ
っ
た
崔
融
で
あ
る
。『
珠
英
集
』
は
現
在
は
散
逸
し
た
が
、
敦
煌
遺
書
に
四
巻
と
五
巻
の
一
部
が
残
存
し
て
お
り
、
計

十
三
人
、
五
十
五
首
の
詩
歌
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
収
録
作
品
を
調
べ
る
と
、
六
九
〇
年
か
ら
七
〇
一
年
頃
ま
で
の
作
品
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
大
足
元
年
（
七
〇
一
年
）
に
完
成
し
た
『
三
教
珠
英
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（2
（

。
初
唐
の

公
主
の
中
で
こ
の
頃
絶
大
な
権
力
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
武
則
天
の
娘
太
平
公
主
で
あ
る（
（2
（

。
彼
女
に
対
す
る
武
則
天
の
信
頼
は
厚
く
、

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
破
格
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
。

公
主
方
額
廣
頤
、
多
權
略
、
太
后
以
爲
類
己
、
寵
愛
特
厚
、
常
與
密
議
天
下
事
。
舊
制
、
食
邑
、
諸
王
不
過
千
戸
、
公
主
不
過
三

百
五
十
戸
。
太
平
食
邑
獨
累
加
至
三
千
戸
。

 
 

公
主
は
方
額
廣
頤
に
し
て
、
権
略
を
多
く
し
、
太
后
以
て
己
に
類に

る
と
為
し
、
寵
愛
す
る
こ
と
特
だ
厚
く
、
常
に
与
に
天
下
の

事
を
密
議
す
。
旧
制
、
食
邑
、
諸
王
は
千
戸
を
過
ぎ
ず
、
公
主
は
三
百
五
十
戸
を
過
ぎ
ず
。
太
平
の
食
邑  

独
り
累
加
さ
れ
三
千

戸
に
至
る
。

 

武
則
天
は
太
平
公
主
を
「
類
己
」
と
し
て
特
に
寵
愛
し
、
密
議
に
は
必
ず
傍
に
置
い
て
参
謀
と
し
た
。
そ
ん
な
公
主
に
取
り
入
り
栄

達
を
目
論
む
者
も
多
く
、
連
日
多
く
の
男
達
が
公
主
の
門
前
に
列
を
成
し
た
。
彼
ら
は
「
斜
封
官
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
数
は
千
を
数
え

た
と
言
わ
れ
る（
（2
（

。
ま
た
太
平
公
主
は
、
そ
の
圧
倒
的
な
経
済
力
を
背
景
に
次
々
と
豪
奢
な
邸
宅
を
造
築
し
た
。『
唐
両
京
城
坊
考（
（2
（

』
に
拠

れ
ば
、
公
主
の
邸
宅
は
宮
中
の
内
宅
の
ほ
か
、
別
業
と
し
て
洛
陽
の
正
平
坊
、
積
善
坊
、
積
徳
坊
の
三
カ
所
を
所
有
し
て
お
り
、
ま
た

武
則
天
が
長
安
に
行
幸
し
た
際
に
は
新
た
に
楽
遊
原
の
南
荘
を
築
き
、
さ
ら
に
中
宗
が
都
を
長
安
に
移
し
て
か
ら
は
、
興
道
坊
、
平
興
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坊
、
興
寧
坊
、
醴
泉
坊
の
四
カ
所
に
居
を
構
え
た
と
い
う
。
無
論
、
こ
の
他
郊
外
の
行
楽
地
に
も
複
数
の
荘
園
を
所
有
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
こ
の
う
ち
「
明
河
篇
」
が
ど
の
邸
宅
で
詠
ま
れ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
公
主
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、『
旧

唐
書
』
の
太
平
公
主
伝
よ
り
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
主
由
是
滋
驕
、
田
園
遍
近
甸
膏
腴
、
而
市
易
造
作
器
物
、
吳
、
蜀
、
嶺
南
供
送
、
相
屬
於
路
。
綺
疏
寶
帳
、
音
樂
輿
乘
、
同
於

宮
掖
。
侍
兒
披
羅
綺
、
常
數
百
人
、
蒼
頭
監
嫗
、
必
盈
千
數
。

 
 

公
主  

是
に
由
り
て
滋い
よ
いよ
驕
り
、
田
園
は
近
甸
膏
腴
に
遍
く
し
、
造
作
の
器
物
と
、
吳
蜀
嶺
南
の
供
送
を
市
易
す
る
に
、
路
に
相

属
す
。
綺
疏
宝
帳
、
音
楽
輿
乗
、
宮
掖
に
同
じ
く
す
。
侍
兒
の
羅
綺
を
披
る
も
の
、
常
に
数
百
人
、
蒼
頭
監
嫗
、
必
ず
千
数
を

盈
た
す
。   

（『
旧
唐
書
』
巻
一
八
三
、
太
平
公
主
伝
）

 

権
力
を
盾
に
広
大
な
土
地
を
占
有
し
、
遠
方
の
珍
品
を
取
り
寄
せ
、
邸
宅
の
内
装
や
設
備
は
ま
る
で
宮
中
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

今
を
時
め
く
太
平
公
主
の
宴
席
に
招
か
れ
、
豪
華
絢
爛
な
邸
の
風
景
を
鑑
賞
し
つ
つ
、
宋
之
問
が
公
主
に
献
上
し
た
作
品
こ
そ
、「
明
河

篇
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
作
中
「
明
河
は
望
む
べ
く
も
親
し
む
べ
か
ら
ず
、
願
は
く
は
槎
に
乗
り
て
一
た
び
津
を
問
ふ
を
得
ん
。
更
に

織
女
の
支
機
石
を
将
て
、
還
っ
て
成
都
の
売
卜
の
人
に
訪
は
ん
」
と
述
べ
る
の
は
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
天
の
川
を
羨
ん
だ
も
の
で
は
な

い
。
天
上
世
界
に
匹
敵
す
る
美
し
い
邸
宅
を
讃
え
、
そ
の
主
で
あ
る
太
平
公
主
の
栄
華
を
讃
え
る
こ
と
こ
そ
、
宋
之
問
の
真
意
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
明
河
篇
」
は
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
地
位
を
得
、
太
平
公
主
の
宴
席
に
参
列
す
る
ほ
ど
の
名
声
を
築
い
た
宋
之
問
の
、
充

実
し
た
宮
廷
生
活
の
一
齣
を
詠
ん
だ
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四　
「
乗
槎
」
と
「
支
機
石
」

さ
て
、
以
上
の
推
測
を
妥
当
と
す
る
な
ら
ば
、「
乗
槎
」
や
「
支
機
石
」
等
の
語
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

論
者
は
こ
れ
ら
は
公
主
の
宴
席
の
実
景
と
考
え
て
い
る
。
初
唐
の
宮
廷
詩
人
が
公
主
の
邸
宅
を
仙
境
に
擬
ら
え
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
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べ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
単
な
る
誇
張
や
比
喩
表
現
で
は
な
く
、
実
際
に
神
仙
世
界
を
モ
デ
ル
に
設
計
、
造
園
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
長
安
の
金
城
坊
に
あ
っ
た
安
楽
公
主
の
「
定
昆
池
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

安
樂
公
主
尤
驕
橫
、
宰
相
以
下
多
出
其
門
。
與
長
寧
公
主
競
起
第
舍
、
以
侈
麗
相
高
、
擬
於
宮
掖
、
而
精
巧
過
之
。
安
樂
公
主
請

昆
明
池
、
上
以
百
姓
蒲
魚
所
資
、
不
許
。
公
主
不
悦
。
乃
更
奪
民
田
作
定
昆
池
、
延
袤
數
里
、
累
石
象
華
山
、
引
水
象
天
津
、
欲

以
勝
昆
明
、
故
名
定
昆
。

 
 

安
楽
公
主
尤
も
驕
横
に
し
て
、
宰
相
以
下
多
く
其
の
門
よ
り
出
づ
。
長
寧
公
主
と
競
ひ
て
第
舍
を
起
て
、
以
て
侈
麗
相
高
く
、

宮
掖
に
擬
し
て
、
精
巧
な
る
こ
と
之
に
過
ぐ
。
安
楽
公
主  

昆
明
池
を
請
ふ
に
、
上
は
百
姓
蒲
魚
の
資
す
る
所
を
以
て
、
許
さ

ず
。
公
主
悦
ば
ず
。
乃
ち
更
に
民
田
を
奪
ひ
て
定
昆
池
を
作
る
、
延
袤
数
里
、
石
を
累
ね
て
華
山
に
象
り
、
水
を
引
き
て
天
津

に
象
る
、
以
て
昆
明
に
勝
ら
ん
と
欲
し
、
故
に
「
定
昆
」
と
名
づ
く
。   

（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
九
、
唐
紀
二
十
五
）

 

安
楽
公
主
は
、
禁
苑
の
昆
明
池
の
代
わ
り
と
し
て
民
間
の
土
地
を
取
り
上
げ
て
開
鑿
し
、「
定
昆
池
」
と
名
付
け
た
。
数
キ
ロ
に
及
ぶ

広
大
な
池
で
、
周
囲
に
石
を
積
み
上
げ
「
華
山
」
に
見
立
て
、
河
を
引
い
て
「
天
津
」
に
模
し
、
地
上
に
神
仙
世
界
を
再
現
し
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
公
主
が
天
の
川
の
渡
し
場
で
あ
る
「
天
津
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
池
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
終
南

山
の
麓
に
あ
っ
た
長
寧
公
主
の
別
業
は
、
人
工
の
山
を
築
き
水
を
引
い
て
池
を
造
り
、
傍
に
三
層
の
高
殿
が
聳
え
る
豪
華
な
も
の
だ
っ

た（
（2
（

。
次
の
詩
は
こ
の
長
寧
公
主
邸
に
中
宗
が
行
幸
し
た
際
、
上
官
昭
容
に
作
ら
せ
た
応
制
詩
で
あ
る
。

沁
水
田
園
先
自
多　

齊
城
樓
觀
更
無
過　
　

沁
水  

田
園  

先
ず
自
ら
多
く
、
斉
城  

楼
観  

更
に
過
ぐ
る
無
し

倩
語
張
騫
莫
辛
苦　

人
今
從
此
識
天
河　
　

倩
語  

張
騫  

辛
苦
す
る
莫
か
れ
、
人  

今  

此
に
従
り
て
天
河
を
識
る

   

（『
全
唐
詩
』
巻
五
、
上
官
昭
容
「
遊
長
寧
公
主
流
杯
池
二
十
五
首
」
其
二
十
三
）

 

「
人  

今
此
に
従
り
て
天
河
を
識
る
」（
流
杯
池
に
よ
っ
て
天
河
の
さ
ま
を
知
る
）
と
詠
ん
で
、
こ
こ
で
も
池
自
体
を
天
の
川
に
見
立
て
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て
い
る
。「
明
河
篇
」
も
、
天
の
川
に
纏
わ
る
故
事
を
多
用
し
て
い
る
が
、
太
平
公
主
の
別
荘
に
も
実
際
に
天
の
川
に
擬
し
て
造
成
し
た

池
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
前
掲
の
『
資
治
通
鑑
』
に
、
安
楽
公
主
の
邸
宅
に
は
華
山
に
見
立
て
た
石
山
が
あ
っ
た
と
あ
る
が
、

中
国
の
園
林
は
池
の
周
囲
を
叠
石
や
石
像
、
石
室
と
い
っ
た
石
造
物
で
囲
む
よ
う
に
配
置
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
長
寧
公
主
の
庭

園
も
、
高
価
な
古
木
や
奇
岩
を
大
量
に
用
い
て
造
園
さ
れ
た
。
玄
宗
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
公
主
が
都
を
追
わ
れ
る
と
、
彼
女
の
邸

宅
は
売
却
さ
れ
た
が
、
庭
の
「
木
石
」
だ
け
で
二
十
億
万
の
値
が
付
い
た
と
い
う（
（2
（

。「
支
機
石
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
庭
園
の
石
造
物
を

指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宋
之
問
「
奉
和
晦
日
幸
昆
明
池
応
制
」
に
は
、

春
豫
靈
池
會　

滄
波
帳
殿
開　
　

春
予  

霊
池
の
会
、
滄
波  

帳
殿
開
く
。

舟
淩
石
鯨
度　

槎
拂
斗
牛
回　
　

舟
は
石
鯨
を
凌
ぎ
て
度
り
、
槎
は
斗
牛
を
払
ひ
て
回
る
。

節
晦
蓂
全
落　

春
遲
柳
暗
催　
　

節
は
晦
に
し
て
蓂
全
く
落
ち
、
春
遅
く
し
て
柳
暗
か
に
催
す
。

象
溟
看
浴
景　

燒
劫
辨
沈
灰　
　

象
溟  

浴
景
を
看
、
焼
劫  

沈
灰
を
弁
ず
。

鎬
飲
周
文
樂　

汾
歌
漢
武
才　
　

鎬
飲  
周
文
の
楽
、
汾
歌  

漢
武
の
才
。

不
愁
明
月
盡　

自
有
夜
珠
來　
　

明
月
の
尽
く
る
を
愁
へ
ず
、
自
ず
か
ら
夜
珠
の
来
た
る
有
り
。

と
、
舟
に
乗
っ
て
昆
明
池
を
遊
覧
し
、
池
の
周
囲
に
設
置
さ
れ
た
「
石
鯨
」
や
「
斗
牛
」
石
の
像
を
詠
む
。「
明
河
篇
」
に
「
支
機
石
」

や
「
乗
槎
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
単
に
邸
宅
の
風
景
を
賛
美
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
仙
界
と
見
紛
う
よ
う
な
珍
し
い
石
造
物

が
公
主
の
池
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
宋
之
問
ら
は
そ
の
池
上
で
舟
に
乗
り
詩
宴
に
興
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
或
い
は
池
の

ほ
と
り
で
楼
船
を
鑑
賞
し
つ
つ
詠
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
嶠
「
同
賦
山
居
七
夕
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
十
八
）
に
、

明
月
青
山
夜　

高
天
白
露
秋　
　

明
月  

青
山
の
夜
、
高
天  

白
露
の
秋
。

花
庭
開
粉
席　

雲
岫
敞
針
樓　
　

花
庭
に
粉
席
開
き
、
雲
岫
に
針
楼
敞ひ
ら

く
。

石
類
支
機
影　

池
似
泛
槎
流　
　

石
は
支
機
の
影
に
類に

た
り
、
池
は
泛
槎
の
流
る
る
が
ご
と
し
。
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暫
驚
河
女
鵲　

終
狎
野
人
鷗　
　

暫
く
河
女
の
鵲
に
驚
き
、
終
に
野
人
の
鴎
に
狎
る
。

と
、
庭
園
の
「
石
」
を
「
支
機
」
に
擬
え
、
池
を
「
泛
槎
」
が
流
れ
る
よ
う
だ
と
詠
う
の
も
、
こ
の
証
左
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注

（
1
）  

『
唐
才
子
伝
』
巻
一
劉
希
夷
伝
「
嘗
吟
詩
曰
、『
年
年
歳
歳
花
相
似
、
歳
歳
年
年
人
不
同
』。
宋
之
問
苦
愛
此
一
聫
、
知
其
未
傳
於
人
、
懇

求
之
許
而
竟
不
與
。
之
問
怒
其
誑
巳
使
以
土
囊
壓
殺
於
別
舍
。
時
未
及
三
十
、
人
悉
憐
之
」。

（
2
）  

『
新
唐
書
』
巻
二
〇
二
本
伝
「
于
時
張
易
之
等
烝
昵
寵
甚
、
之
問
與
閻
朝
隱
、
沈
佺
期
、
劉
允
濟
傾
心
媚
附
、
易
之
所
賦
諸
篇
、
盡
之

問
、
朝
隱
所
爲
、
至
爲
易
之
奉
溺
器
」。

（
3
）  

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
本
伝
「
及
易
之
等
敗
、
左
遷
瀧
州
參
軍
。
未
幾
、
逃
還
、
匿
於
洛
陽
人
張
仲
之
家
。
仲
之
與
駙
馬
都
尉
王
同
皎
等

謀
殺
武
三
思
、
之
問
令
兄
子
發
其
事
以
自
贖
。
及
同
皎
等
獲
罪
、
起
之
問
為
鴻
臚
主
簿
、
由
是
深
爲
義
士
所
譏
」。

（
4
）  

目
加
田
誠
「
初
唐
宮
廷
詩
人
の
群
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
集
、
一
九
五
〇
年
）

（
5
）  

劉
慶
華
「
神
龍
初
文
人
之
貶
与
初
唐
詩
風
」（『
人
文
雑
誌
』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
）、
張
崇
利
「『
沈
宋
』
詩
歌
芸
術
研
究
」（『
蘭
州
教

育
学
院
学
報
』
二
〇
一
〇
年
第
五
期
）
等
参
照
。

（
6
）  

楊
墨
秋
「
既
歓
懐
禄
情
、
復
協
滄
洲
趣
―
従
宋
之
問
的
隠
逸
詩
談
其
性
格
的
両
重
性
― （『
古
典
文
学
知
識
』
一
九
九
四
年
第
四
期
）

に
「
北
門
學
士
是
有
相
当
大
的
権
力
的
。
之
問
求
不
到
而
耿
耿
于
懷
、
便
可
見
其
何
等
的
懷
祿
貪
勢
」
と
あ
る
。

（
7
）  

高
木
重
俊
『
初
唐
文
学
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
一
六
頁
）。
安
東
俊
六
氏
も
『
新
唐
書
』
宋
之
問
伝
に
つ
い
て
「
あ
か
ら

さ
ま
な
軽
蔑
が
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
（『
杜
甫
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
九
六
年
、
三
八
八
頁
）。

（
8
）  

陶
敏
、
易
淑
瓊
校
注
『
宋
之
問
沈
佺
期
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
附
録
の
「
沈
佺
期
宋
之
問
簡
譜
」
に
拠
る
と
、「
初
承

恩
旨
言
放
帰
舟
」
詩
は
左
遷
先
の
瀧
州
で
恩
赦
を
受
け
、
都
に
戻
る
途
上
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
両
唐
書
の
宋
之
問
本
伝
に
貶
謫
地
か
ら

「
逃
還
」
し
た
と
あ
る
の
は
事
実
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
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（
9
）  

日
向
一
雄
「『
本
事
詩
』
の
注
釈
と
平
安
鎌
倉
文
学
に
お
け
る
『
本
事
詩
』
受
容
の
研
究
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
六
九

号
、
二
〇
一
一
年
）
等
参
照
。

（
10
）  
「
明
河
篇
」
の
解
釈
を
『
本
事
詩
』
の
記
事
に
依
拠
す
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
『
古
文

真
宝
』
所
収
の
「
明
河
篇
」
の
通
釈
中
に
「
武
后
の
愛
顧
を
求
め
る
た
め
の
寓
意
の
用
語
で
あ
る
か
ど
う
か
は
た
し
か
で
な
い
。
銀
河
を

詠
じ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
伝
説
を
詠
み
こ
ん
だ
だ
け
と
見
て
も
さ
し
つ
か
え
が
な
い
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
11
）  

本
論
文
に
引
用
す
る
宋
之
問
詩
は
全
て
陶
敏
、
易
淑
瓊
『
宋
之
問
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
12
）  

『
漢
書
』
王
貢
両
龔
鮑
伝
の
序
に
「
君
平
卜
筮
於
成
都
巿
、
以
爲
『
卜
筮
者
賤
業
、
而
可
以
惠
衆
人
。
有
邪
惡
非
正
之
問
、
則
依
蓍
龜
爲

言
利
害
。
與
人
子
言
依
於
孝
、
與
人
弟
言
依
於
順
、
與
人
臣
言
依
於
忠
、
各
因
勢
導
之
以
善
、
從
吾
言
者
、
已
過
半
矣
。』
裁
日
閱
數
人
、

得
百
錢
足
自
養
、
則
閉
肆
下
簾
而
授
『
老
子
』。
博
覽
亡
不
通
、
依
『
老
子
』、
嚴
周
之
指
著
書
十
餘
萬
言
。
楊
雄
少
時
從
遊
學
、
以
而
仕

京
師
顯
名
、
數
爲
朝
廷
在
位
賢
者
稱
君
平
德
」
と
あ
る
。

（
13
）  

『
太
平
御
覧
』
巻
八
、
天
部
、
漢
に
引
く
『
集
林
』
に
「
昔
有
一
人
尋
河
源
見
婦
人
浣
紗
、
以
問
之
曰
、『
此
天
河
也
。』
乃
與
」
一
石
而

歸
。
問
嚴
君
平
曰
、『
此
織
女
支
機
石
也
。』」
と
あ
る
。

（
14
）  

『
太
平
御
覧
』
巻
五
十
一
、
地
部
、
石
に
引
く
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
張
騫
尋
河
源
得
一
石
、
示
東
方
朔
。
朔
曰
、『
此
石
是
天
上
織
女

支
機
石
。
何
至
於
此
。』」
と
あ
る
。

（
15
）  

『
論
語
』
微
子
篇
に
「
長
沮
、
桀
溺
耦
而
耕
、
孔
子
過
之
、
使
子
路
問
津
焉
。
長
沮
曰
、『
夫
執
輿
者
爲
誰
。』
子
路
曰
、『
爲
孔
丘
。』
曰
、

『
是
魯
孔
丘
與
。』
曰
、『
是
也
。』
曰
、『
是
知
津
矣
。』」
と
。
ま
た
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
「
太
守
即
遣
人
隨
其
往
、
尋
向
所
誌
、
遂
迷

不
復
得
路
。
南
陽
劉
子
驥
、
高
尚
士
也
。
聞
之
欣
然
規
往
。
未
果
、
尋
病
終
。
後
遂
無
問
津
者
」
と
。

（
16
）  

楊
恂
驊
「
初
唐
歌
行
的
主
題
演
変
及
其
原
因
探
析
」（『
鄂
州
大
学
学
報
』
二
〇
一
四
年
第
二
期
）
に
「
宋
之
問
的
『
明
河
篇
』
把
武
后

的
宫
廷
比
喻
成
天
庭
、
寄
寓
了
自
己
求
官
的
迫
切
愿
望
」
と
あ
り
、
司
海
迪
「
奉
宸
府
性
質
考
論
」（『
三
峡
大
学
学
報
』
二
〇
一
三
年
第

一
期
）
に
「
唐
代
孟
棨
的
『
本
事
詩
』
怨
憤
記
載
宋
之
問
曾
作
『
明
河
篇
』
向
武
則
天
表
明
心
迹
。『
明
河
可
望
不
可
亲
、
愿
得
乘
槎
一
問

津
。』
然
宋
之
問
『
患
口
疾
』、『
口
常
臭
』、
武
則
天
表
示
不
能
接
受
、
不
愿
与
之
親
近
」
と
あ
る
。

（
17
）  

引
用
は
『
全
唐
詩
』
を
底
本
と
す
る
が
、
適
宜
『
文
苑
英
華
』、『
唐
詩
紀
事
』
等
を
参
照
し
た
。
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（
18
）  

『
荊
楚
歳
時
記
』「
天
河
之
東
有
織
女
、
天
帝
之
子
也
」、
ま
た
『
述
異
記
』「
天
河
之
東
有
美
麗
女
人
、
乃
天
帝
之
子
」
等
。

（
19
）  

本
論
文
に
引
用
す
る
沈
佺
期
詩
は
全
て
陶
敏
、
易
淑
瓊
『
沈
佺
期
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
を
底
本
と
し
た
。

（
20
）  
傅
璇
琮
、
陳
尚
君
、
徐
俊
編
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
五
七
頁
）
及
び
陶
敏
、
傅
璇
琮
著
『
唐
五
代
文
学
編

年
史
』（
遼
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
三
八
九
頁
）
等
参
照
。

（
21
）  

初
唐
の
有
力
な
公
主
と
し
て
こ
の
ほ
か
中
宗
の
娘
長
寧
公
主
と
安
楽
公
主
が
い
る
が
、
長
ら
く
盧
陵
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
中
宗
と
共
に

都
へ
帰
還
を
許
さ
れ
た
の
が
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
姉
妹
が
太
平
公
主
と
勢
力
争
い
を
開
始
す
る
の
は
武
則
天
の
死
後
、

中
宗
の
復
位
以
降
で
あ
る
。

（
22
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
九
、
唐
紀
二
十
五
に
「（
太
平
）
公
主
所
欲
、
上
無
不
聽
、
自
宰
相
以
下
、
進
退
繫
其
一
言
、
其
餘
薦
士
驟
歷
清

顯
著
不
可
勝
數
、
權
傾
人
主
、
趨
附
其
門
者
如
市
」、
ま
た
『
新
唐
書
』
巻
四
十
五
、
選
挙
志
下
「
中
宗
時
、
韋
后
及
太
平
、
安
樂
公
主
等

用
事
、
於
側
門
降
墨
敕
斜
封
授
官
、
號
『
斜
封
官
』、
凡
數
千
員
」
と
あ
る
。

（
23
）  

徐
松
撰
、
李
健
超
増
訂
『
増
訂
唐
両
京
城
坊
考
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
24
）  

『
新
唐
書
』
巻
八
十
三
、
長
寧
公
主
伝
に
「
造
第
東
都
、
使
楊
務
廉
營
總
。
第
成
、
府
財
幾
竭
、
乃
擢
務
廉
將
作
大
匠
。
又
取
西
京
高
士

廉
第
、
左
金
吾
衞
故
營
合
爲
宅
、
右
屬
都
城
、
左
頫
大
道
、
作
三
重
樓
以
馮
觀
、
築
山
浚
池
。
帝
及
后
數
臨
幸
、
置
酒
賦
詩
。
又
并
坊
西

隙
地
廣
鞠
場
」
と
あ
る
。

（
25
）  

『
新
唐
書
』
巻
八
十
三
、
長
寧
公
主
伝
に
「
東
都
第
成
、
不
及
居
、
韋
氏
敗
、
斥
愼
交
絳
州
別
駕
、
主
偕
往
、
乃
請
以
東
都
第
爲
景
雲

祠
、
而
西
京
鬻
第
、
評
木
石
直
、
爲
錢
二
十
億
萬
」
と
あ
る
。
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